
2019 年度 秋学期 定期試験問題 

科目：ミクロ経済学 
2020 年 1 月施行  担当：畑農鋭矢  持込：不可 

 
注意：5 問中 4 問を選択して解答すること（5 問解答した場合は最高点を評価から除く）。 

 
第 1 問 
 あなたの所持金が M、第 1 財の購入量を x、第 2 財の購入量を y とする。第 1 財の価格が p、第 2 財の

価格が q のとき、以下の設問に答えなさい。 
① あなたの予算制約式を書きなさい。（5 点） 
② 予算制約線が右上に平行にシフトするとき、あなたの置かれた状況にどのような変化が生じたと考え

られるか。簡潔に説明しなさい。（10 点） 
③ 予算制約線の傾きが急になったとき、あなたの置かれた状況にどのような変化が生じたと考えられる

か。簡潔に説明しなさい。（10 点） 
 
第 2 問 
 Z 財の価格が少しだけ上がったとき、Z 財の需要が大きく減った。このとき以下の設問に答えなさい。 
① このとき、Z 財の需要は価格に対して（ア）と言える。（ア）に適切な語句を記入しなさい。（5 点） 
② このような需要曲線に直面している経営者が Z 財の価格をさらに引き上げるかどうか迷っている。こ

の経営者は Z 財の価格を引き上げるべきか。理由も書くこと。（10 点） 
③ Z 財の供給曲線は価格に対して（ア）ではないとしよう。このとき、Z 財に対して消費税が課される

と、税の負担は誰がどの程度負うことになるか。図示して説明しなさい（10 点） 
 
第 3 問 
 政府による規制について以下の設問に答えなさい。 
① 価格規制は経済活動にいかなる影響を及ぼすか。需要・供給曲線を図示して説明しなさい。（10 点） 
② 数量規制は経済活動にいかなる影響を及ぼすか。需要・供給曲線を図示して説明しなさい。（15 点） 
 
第 4 問 
 S を供給、D を需要、P を価格とし、供給曲線が「P=30+2S」、需要曲線が「P=90 D」で表される。こ

の財の取引 1単位につき Tの消費税が課される（税込み価格が T上がる）とき、以下の設問に答えなさい。 
① 課税前の均衡における価格と取引量を計算しなさい。（各 2 点・計 4 点） 
② 課税後の均衡における消費者価格、生産者価格、取引量を計算しなさい。（各 2 点・計 6 点） 
③ 課税前の社会的余剰の面積を計算しなさい。（5 点） 
④ 課税後の死荷重損失と社会的余剰の面積を計算しなさい。（10 点） 
 
第 5 問 
寄付点（x）を 0～10 の整数で記しなさい。 

【注意】この問を選択した場合、参加者の解答を基に行うゲームの結果により各自の点数が決定される。

ゲームの内容をよく理解し、熟慮の上で自らの責任において選択すること。 
【ゲームの内容】 
1) 各参加者（この問の選択者）の当初の持ち点は 10 点である。 
2) 参加者は共同基金に寄付する点（x：寄付点）を決定する。 
3) 各自の持ち点から寄付点を除いた点数 10 x が寄付後の各自の持ち点となる。 
4) 寄付点（x）の参加者平均（X）を 2 倍した得点（2X）が参加者に与えられる。 
5) 最終的な獲得点数は 10 x+2X となる。 


